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特定の薬物の血中濃度を測定し、薬物血中濃度と患者の背景因子や状態を考慮して投与量を精密に管理しな

がら治療を行うTherapeutic Drug Monitoring (TDM) が多くの病院で標準的に実施されるようになってきた。

TDMの対象薬物は、診療報酬の算定要件では単一の薬物が疾患と紐づけられて指定されているが、抗てんかん

薬については、てんかんに適応を有する薬物がてんかんに対して投与される際に対象となるため、多様な薬物

の薬物動態学的な特性を考慮したTDMが必要となる。また、一般的にTDMは薬物毎に確立された有効治療域

を目標として薬剤の投与量を調整するが、抗てんかん薬については、患者によって治療域が異なることがあり、個

別最適化がより重要となる領域である。本セミナーでは、抗てんかん薬のTDMの実践例を挙げながら、モニタリ

ングの上での注意点や各種測定法の特性を紹介いただく。
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